
平
成

２
９

年
２

月
１

０
日

頑
張

る
学

校
応

援
プ

ラ
ン

（
案

）
～

ふ
く

し
ま

の
挑

戦
と

戦
略

～

福
島

県
教

育
委

員
会

期
間
：
平
成
２
９
年
度
〜
３
２
年
度
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「
頑
張
る
学
校
応
援
プ
ラ
ン
」
と
は
？

＜
性
質
＞

〇
第
６
次
福
島
県
総
合
教
育
計
画
（
平
成
2
5
～
3
2
年
度
）
の
後
半
４
年
間

の
取
組

を
加
速
さ
せ
る
べ
く
、

教
育
政
策
の
骨
太
の
方
向
性
と
必
要
な
主
要
施
策
を

厳
選
し
て
打
ち
出
す
も
の
で
す
。

＜
期
間
＞

〇
福
島
県
総
合
計
画
と
復
興
創
生
期
間
の
最
終
年
度
で
あ
る

平
成
3
2
年
度
（
2
0
2
0

年
度
）
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
と
し
て
推
進
し
ま
す
。

＜
特
徴
＞

〇
本
県
の
教
育
を
め
ぐ
る
現
状
（
学
力
等
）
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
に
よ
る
分
析
を

行
い
、
本
県
の
強
み
や
課
題
を
「
見
え
る
化
」
し
て
い
ま
す
。

〇
課
題
等
に
応
じ
た
有
効
な
「
手
立
て
」
と
し
て

５
つ
の
主
要
施
策
を
掲
げ
、
戦

略
的
に
実
行

し
て
い
き
ま
す
。

1

第
６
次
福
島
県
総
合
教
育
計
画

頑
張

る
学

校
応

援
プ

ラ
ン

平
成

25
年
度

（
20

13
年
度
）

平
成

32
年
度

（
20

20
年
度
）

平
成

29
年
度

（
20

17
年
度
）

後
半

４
年

間
の

取
組

を
加

速
！

本
県

の
教

育
の

強
み

や
課

題
等

を
分

析

・
福
島
県
総
合
計
画
の
最
終
年
度

・
復
興
創
⽣
期
間
の
最
終
年
度

資料１



福
島
県
の
教
育
の
総
括
と
今
後
の
戦
略

プ
ラ

ス
要

因
(H

e
lp

fu
l)

マ
イ

ナ
ス

要
因

(H
ar

m
fu

l)

内 部 環 境 (Internal)

強
み

（
St
re
ng
th

）

✓
家

庭
に

お
け

る
学

習
習

慣
が

年
々

身
に

つ
い

て
き

て
い

る
。

家
庭

で
の

学
習

時
間

が
長

い
子

ど
も

は
学

力
が

高
い

傾
向

✓
全

国
学

力
調

査
の

無
回

答
率

が
他

県
に

比
較

し
て

少
な

い
な

ど
、

学
習

へ
の

意
欲

と
粘

り
強

さ
✓

知
識

・
技

能
の

定
着

は
全

国
平

均
並

み
、

国
語

が
比

較
的

得
意

✓
児

童
生

徒
の

問
題

行
動

、
退

学
者

数
、

少
年

犯

罪
件

数
が

少
な

く
、

他
県

と
比

較
し

て
生

徒
指

導
の

面
で

落
ち

着
い

て
い

る
✓

他
県

に
先

駆
け

て
実

施
し

た
３

０
人

程
度

学
級

に
よ

る
き

め
細

か
い

指
導

✓
教

職
員

に
よ

る
献

身
的

な
指

導

課
題

（
W
ea
kn

es
s）

✓
算

数
・
数

学
の

正
答

率
が

低
く
、

教
科

と
し

て
も

好
き

と
答

え
る

児
童

生
徒

が
少

な
い

✓
知

識
・
技

能
の

活
用

（
思

考
力

・
表

現
力

・
判

断
力

）
に

関
す

る
問

題
が

苦
手

✓
学

力
が

低
い

層
（
下

位
２

５
％

）
が

多
く
、

学
校

ご
と

の
学

力
の

分
散

が
大

き
い

✓
難

関
大

学
進

学
率

が
低

い
✓

先
進

県
と

比
較

し
て

、
教

員
同

士
が

学
び

合
う

文
化

が
醸

成
さ

れ
て

い
な

い
✓

管
理

職
が

学
校

経
営

上
の

目
標

・
課

題
を

教
職

員
と

共
有

す
る

こ
と

や
、

組
織

的
な

対
応

が
必

ず
し

も
で

き
て

い
な

い
✓

家
庭

・
地

域
の

教
育

力
の

低
下

✓
学

校
業

務
の

多
様

化
等

に
伴

う
教

員
の

多
忙

化
✓

次
期

学
習

指
導

要
領

へ
の

対
応

（
AL

、
英

語
、
IC
T等

）

外 部 環 境 (External)

機
会

（
O
pp

or
tu
ni
ty

）

✓
震

災
が

あ
っ

た
か

ら
こ

そ
芽

生
え

た
子

ど
も

た

ち
の

マ
イ

ン
ド

（
意

欲
、

感
謝

の
気

持
ち

、
地

域
へ

の
貢

献
等

）

✓
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

･コ
ー

ス
ト

構
想

や
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

推
進

な
ど

の
新

た
な

研
究

開
発

環
境

✓
ふ

た
ば

未
来

学
園

や
ふ

る
さ

と
創

造
学

な
ど

、
こ

れ
ま

で
に

な
い

未
来

創
造

型
の

復
興

教
育

✓
地

域
の

み
な

ら
ず

、
世

界
や

日
本

全
土

か
ら

の
支

援
や

励
ま

し

恐
れ

（
Th

re
at

）

✓
心

の
ケ

ア
が

必
要

な
子

ど
も

が
多

数
存

在
✓

震
災

後
、

不
登

校
の

児
童

生
徒

の
数

が
増

加
✓

肥
満

傾
向

児
の

割
合

が
増

加
、

運
動

習
慣

が
後

退
✓

未
だ

に
仮

設
校

舎
・
サ

テ
ラ

イ
ト

校
等

で
の

教
育

活
動

✓
避

難
指

示
解

除
に

伴
う

学
校

再
開

な
ど

復
興

の
課

題
の

変
化

✓
避

難
地

域
の

学
校

に
お

け
る

子
ど

も
の

数
の

激
減

✓
子

ど
も

の
貧

困
、

経
済

的
格

差
の

問
題

が
社

会
問

題
化

✓
過

疎
化

や
少

子
高

齢
化

の
加

速
✓

産
業

構
造

の
変

化
✓

風
評

と
風

化
✓

ス
マ

ホ
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

急
速

な
子

ど
も

へ
の

浸
透

【
強

化
戦

略
】

本
県

教
育

に
お

け
る

重
要

な
課

題
に

対
応

し
て

、
必

要
な

施
策

を
改

善
・

強
化

し
て

展
開

す
る

戦
略 【
復

興
戦

略
】

震
災

・
原

発
事

故
の

影
響

等
に

よ
る

脅
威

を
克

服
し

て
、

安
全

安
心

な
教

育
環

境
、

創
造

的
復

興
教

育
を

行
う

戦
略

＜
主
要
施
策
１

,２
,３
＞

＜
主
要
施
策
４
，
５
＞

※
S
W

O
T
分

析
‥

経
営

学
に

お
け

る
市

場
分

析
、

戦
略

策
定

手
法

の
こ

と
で

、
強

み
(S

tr
e
n
gt

h
)、

課
題

(W
e
ak

n
e
ss

)、
機

会
(O

p
p
o
rt

u
n
it
y)

、
脅

威
(T

h
re

at
)の

４
つ

の
ポ

イ
ン

ト
か

ら
分

析
す

る
。

⇒
本
県
の
教
育
を
め
ぐ
る
現
状
を
分
析
（

S
W

O
T分

析
）
す
る
と
以
下
の
と
お
り
（
記
述
の
裏
付
け
は
「
バ
ッ
ク
デ
ー
タ
集
」
を
参
照
の
こ
と
）

【
推

進
戦

略
】
現

在
の

施
策

を
継

続
的

に
実

施
！

2
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教
育
庁
に
お
け
る
５
つ
の
主
要
施
策
の
構
造

○
学
び
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
よ
り
授
業
力

を
向
上
さ
せ
、
学
力
を
底
上
げ

○
学
力
向
上
の
観
点
も
踏
ま
え
た
、
高

校
入
試
の
見
直
し

○
苦
手
分
野
に
応
じ
た
、
学
校
現
場
へ
の

き
め
細
か
な
指
導
・
助
言
体
制
の

構
築

○
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
よ

る
本
県
な
ら
で
は
の
教
育
の
推
進

放
射
線
・

防
災
教
育
、
道
徳
教
育
、
理
数
教
育
、

医
療
人
材
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
の
育
成
、

少
人
数
教
育
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

な
ど

＜
主
要
施
策
１
＞

学
力
向
上
に
責
任
を
果
た
す

１
．

強
化

戦
略

–本
県

教
育

を
め

ぐ
る

課
題

を
克

服
す

る
-

○
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
の
推
進

○
体
力
・
運
動
習
慣
の
向
上

○
家
庭
の
経
済
状
況
に
関
わ
ら
な
い
学
び
の
環
境
整
備

○
特
別
支
援
教
育
の
環
境
の
充
実

○
情
報
教
育
（
ス
マ
ホ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
つ
き
あ
い
方
）
の
充
実

な
ど

＜
主
要
施
策
５
＞

学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築

２
．

復
興

戦
略

–
震

災
・

原
発

事
故

の
影

響
等

の
脅

威
を

克
服

す
る

-

○
ふ
た
ば
未
来
学
園
併
設
中
学
校
開
校
、
本
校
舎
完
成
に
向
け
た
取
組

○
小
高
産
業
技
術
高
校
で
の
人
材
育
成

○
学
校
再
開
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
１
２
市
町
村
の
特
色
あ
る
教
育
活
動

○
新
た
な
双
葉
地
区
教
育
構
想

な
ど

○
研
修
の
新
た
な
全
体
計
画
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
教
員
間
の
学
び
合
い
を
促
進

○
教
育
セ
ン
タ
ー
等
の
研
修
の
さ
ら
な
る
充

実
、

福
島
大
学
教
職
大
学
院
と
の
連
携

○
達
成
目
標
の
明
確
化
な
ど
学
校
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
強
化

○
教
員
の
多
忙
化
へ
の
対
応

な
ど

＜
主
要
施
策
２
＞

教
員

の
指

導
力

､
学

校
の

ﾁ
ｰ
ﾑ
力

の
最

大
化

○
地
域
学
校
協
働
本
部
事
業
を
開
始

○
学
校
支
援
地
域
本
部
や
放
課
後
の
活
動

支
援

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

促
進

○
福
島
版
コ
ラ
ボ
ス
ク
ー
ル
構
想
（
仮

称
）
の
策
定
・
推
進

な
ど

※
N
P
O
や

民
間

と
も

連
携

＜
主
要
施
策
３
＞

地
域
と
共
に
あ
る
学
校

＜
主
要
施
策
４
＞

ふ
く
し
ま
の
未
来
に
向
け
た
創
造
的
復
興
教
育

現
在

、
学

校
教

育
審

議
会

に
お

い
て

「
社

会
の

変
化
に

対
応
し

た
今

後
の
県

立
高

等
学
校

の
在

り
方
」
に
つ
い

て
議

論
し

て
お

り
、

そ
の

答
申

や
本

プ
ラ

ン
の

内
容
を

踏
ま
え

て
、

県
立
高

校
改

革
を
推

進
し

て
い
く

。
こ

の
た

め
、

教
育

庁
内

に
「

県
立

高
校

改
革

監
」

、
高

校
教
育

課
内

に
「
県

立
高

校
改
革

室
」
を
設
置
す
る
。 3
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＜
施
策
の
方
向
性
＞

⇒
本
県
の
学
⼒
の
現
状
に
危
機
感
と
責
任
感
を
持
ち
、
教
育
委
員
会
を
挙
げ
て
対
処
す
る
！

○
授
業
の
質
の
向
上
を
基
軸
に
し
た

学
力
向
上

〇
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
や
、
大
学

入
試
改
革
も
見
据
え
た
取
組

○
福
島
な
ら
で
は
の
教
育
を
推
進

0%5%

10
%

0 問

2 問

4 問

6 問

8 問

1
0

問

1
2

問

1
4

問

1
6

問

1
8

問

2
0

問

2
2

問

2
4

問

2
6

問

2
8

問

3
0

問

3
2

問

3
4

問

3
6

問

福
島

県
（
公

立
）

全
国

（
公

立
）

中
学
校
数
学
A

10
0.
5 

97
.9
 

99
.5
 

97
.9
 

99
.9
 

97
.7
 

94
.9
 93

.4
 小

学
校

国
語

A

小
学

校
国

語
B

小
学

校
算

数
A

小
学

校
算

数
B

中
学

校
国

語
A

中
学

校
国

語
B

中
学

校
算

数
A

中
学

校
算

数
B

福
島

全
国

主
要
施
策
１

学
力
向
上
に
責
任
を
果
た
す

【
取

組
１

】
学

び
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

に
よ

る
授

業
力

の
向

上
－

（
新

）
福

島
の

教
員

で
あ

れ
ば

、
身

に
つ

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
授

業
の

ポ
イ

ン
ト

等
を

明
確

に
し

た
授

業
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
を

活
用

し
、

学
力

の
底

上
げ

を
図

る

【
取

組
２

】
高

校
入

試
の

見
直

し
（
ふ

く
し

ま
の

中
高

接
続

改
革

）
－

高
等

学
校

入
学

者
選

抜
検

討
会

議
の

議
論

を
踏

ま
え

て
、

着
実

に
高

校
入

試
の

見
直

し
を

行
う

【
取

組
４

】
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

な
ど

本
県

な
ら

で
は

の
教

育
の

強
化

－
（
新

）
大

学
入

試
改

革
も

見
据

え
て

、
ふ

た
ば

未
来

学
園

で
の

実
践

も
活

か
し

な
が

ら
、

正
解

の

な
い

問
い

へ
の

最
善

解
を

主
体

的
に

導
き

出
す

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
推

進
－

放
射

線
・
防

災
教

育
、

道
徳

教
育

、
つ

な
ぐ

教
育

、
リ

ー
ダ

ー
育

成
（
S
S
H

, 
S
G

H
な

ど
）
、

医
療

人
材

育
成

、
理

数
人

材
育

成
、

主
権

者
教

育
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

、
読

書
活

動
、

３
０

人
程

度
学

級
な

ど
少

人
数

教
育

の
推

進

＜
課
題
＞

・
算

数
・
数

学
が

苦
手

で
、

教
科

と
し

て
も

好
き

で
は

な
い

・
知

識
・
技

能
の

活
用

に
関

す
る

問
題

が
苦

手
・
学
力
が
低
い
層
(
下
位
2
5
％
)
が
多
く
、
学
力
の
分
散
が
大

き
い

・
難

関
大
学

進
学

率
に

課
題

【
取

組
５

】
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

学
力

の
定

着
－

福
島

県
独

自
の

学
力

調
査

、
定

着
確

認
シ

ー
ト

に
よ

っ
て

、
学

習
の

出
来

を
し

っ
か

り
確

認
し

、
課

題
に

応
じ

た
指

導
を

実
質

化
さ

せ
て

い
く

●
平
成
28
年
度
全
国
学
⼒
･学
習
状
況
調
査
の
教
科
別
⽐
較

正
答

数

生
徒

割
合

●
平
成
28
年
度
全
国
学
⼒
･学
習
状
況
調
査
の
得
点
分
布

中
学

校
数

学
B

中
学

校
数

学
A

強
化

戦
略

出
典
：
平
成
28
年
度
全
国
学
⼒
・
学
習
状
況
調
査

⽂
部
科
学
省

4

【
取

組
３

】
苦

手
分

野
に

応
じ

た
、

き
め

細
か

な
指

導
・
助

言
－

（
新

）
県

教
育

庁
の

体
制

を
強

化
し

、
小

中
学

校
へ

の
指

導
・助

言
を

充
実

（特
に

算
数

・数
学

）

－
算

数
・
数

学
の

コ
ア

テ
ィ

ー
チ

ャ
ー

の
指

導
・
助

言
に

よ
る

授
業

改
善

資料１



主
要

施
策

２
教

員
の

指
導

力
、

学
校

の
チ

ー
ム

力
の

最
大

化
強

化
戦

略

【
取

組
１

】
同

僚
間

で
学

び
合

う
ｱ

ｸ
ﾃ
ｨﾌ

ﾞ・
ﾗ
ｰ

ﾅ
ｰ

と
し

て
の

教
員

へ

－
（
新

）
大

学
入

試
改

革
や

学
習

指
導

要
領

の
改

訂
も

見
据

え
、

授
業

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

等
を

活
用

し
た

教
員

同
士

の
学

び
合

い
（
校

内
研

修
、

互
見

授
業

等
）
を

充
実

－
（
新

）
先

進
的

な
取

組
を

し
て

い
る

学
校

の
実

践
に

学
び

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
手

法
を

取
り

入
れ

た
課

題
解

決
型

学
習

の
た

め
の

授
業

力
を

向
上

【
取

組
３

】
学

校
に

お
け

る
達

成
目

標
の

明
確

化
－

学
校

と
し

て
の

目
標

、
達

成
指

標
、

取
組

等
を

明
確

化
し

た
学

校
経

営
ビ

ジ
ョ

ン
を

策
定

し
、

校
長

の
学

校
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

強
化

3
7
.1

 

2
8
.3

 

5
7
.3

 

4
7
.1

 

5
1
.6

 

3
7
.3

 

1
4
.7

 

1
7
.9
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1
.0

 

1
.3

 

4
.0
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1
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2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

全
国

福
島

県

福
井

県

よ
く
し

て
い

る
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
、

よ
く
し

て
い

る
あ

ま
り

し
て

い
な

い
全

く
し

て
い

な
い

2
7
.1

 

1
1
.7

 

5
0
.7

 

3
5
.1

 

2
9
.6

 

3
7
.3

 2
7
.7

 

3
9
.0

 

8
.0

 

1
0
.0

 

1
9
.3

 

4
.0

 

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

全
国

福
島

県

福
井

県よ
く
し

て
い

る
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
、

よ
く
し

て
い

る
あ

ま
り

し
て

い
な

い
全

く
し

て
い

な
い

●
指
導
主
事
等
が
校
内
研
修
の
指
導
の
た
め
に
定
期
的
に
来
校
し
て
い
る
か

●
模
擬
授
業
や
事
例
研
究
な
ど
、
実
践
的
な
研
修
を
⾏
っ
て
い
る
か

●
学
校
全
体
の
学
⼒
傾
向
や
課
題
を
全
教
職
員
の
間
で
共
有
し
て
い
る
か

77
.8

 

46
.0

 

[値
]

45
.1

 

75
.4

 

[値
]
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0
%

2
0%

4
0%

6
0%

8
0%

1
00

%

算
数

Ａ
算

数
Ｂ

出
典
：
平
成
28
年
度
全
国
学
⼒
・
学
習
状
況
調
査

⽂
部
科
学
省

■
よ
く
し
て
い
る
■
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
し
て
い
る
■
あ
ま
り
し
て
い
な
い

(中
学

校
)

(中
学

校
)

(本
県

小
学

校
)

「
よ

く
し

て
い

る
」
学

校
ほ

ど
学

力
が

高
い

傾
向

＜
施
策
の
方
向
性
＞

⇒
教
育
委
員
会
と
管
理
職
は
、
教
職
員
の
持
て
る
⼒
を
最
⼤
化
す
る
た
め
の
⼿

⽴
て
を
惜
し
ま
な
い
！

○
教
員
間
の
学
び
合
い
に
よ
る
資
質
向
上

○
学
校
の
チ
ー
ム
力
の
強
化

○
管
理
職
の
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
強
化

【
取

組
４

】
教

員
の

多
忙

化
へ

の
対

応
－

校
務

の
見

直
し

、
部

活
動

休
養

日
の

設
定

な
ど

、
学

校
現

場
に

お
け

る
教

員
の

働
き

方
の

見
直

し
を

推
進

【
取

組
２

】
教

員
研

修
の

質
的

充
実

－
（
新

）
教

員
育

成
指

標
を

含
む

教
員

研
修

の
新

た
な

全
体

計
画

を
策

定
－

教
育

セ
ン

タ
ー

等
の

研
修

を
よ

り
能

動
的

な
も

の
へ

充
実

、
深

化
－

平
成

2
9
年

度
に

開
設

す
る

福
島

大
学

教
職

大
学

院
へ

の
教

員
派

遣
や

連
携

5

＜
課
題
＞

・
教
員

の
学

び
合

い
や

研
修

が
、

必
ず

し
も

実
質

化
さ

れ
て

い
な

い
・
管
理

職
が

学
校

経
営

上
の

目
標

・
課

題
を

教
職

員
と

の
間

で
共

有
し
、

組
織
的

な
対

応
が

取
れ

て
い

な
い

・
学
校

業
務

の
多

様
化

と
多

忙
化

資料１
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6.
0 

4.
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25
.5
 

20
.9
 

23
.7

2.
0 

1.
5 

1.
3

0%
20
%

40
%

60
%

80
%

10
0%

町
村

(N
=4
51
)

中
都

市
(N
=1
,3
04

)

大
都

市
(N
=1
,1
33

）

以
前

に
比

べ

て
低

下
し

て

い
る

以
前

に
比

べ

て
向

上
し

て

い
る

以
前

と
変

わ

ら
な

い

わ
か

ら
な

い

不
明

出
典

：
「
地

域
の

教
育

力
に

関
す

る
実

態
調

査
」

文
部

科
学

省
(平

成
18

年
3月

）

主
要
施
策
３

地
域
と
共
に
あ
る
学
校

○
地
域
と
協

働
の
た
め
の
学
校
の
窓
口

○
学
校
評
議

員
会
の
充
実

○
学
校
目
標

の
明
確
化
､
地
域
と
の
共
有

○
学
校
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
強
化

○
学
校
評
価

の
効
率
化

学
校

福
島

版
コ

ラ
ボ

ス
ク

ー
ル

構
想

（
イ

メ
ー

ジ
）

地
域

○
地
域
学
校
協
働
本
部
の
推
進

○
放
課
後
の
学
び
場
、
交
流
の

場
の
支
援

○
地
域
学
習
や
体
験
活
動
の
支
援

強
化

戦
略

＜
施
策
の
方

向
性
＞

⇒
学
校
任
せ
で
な
く
、
保
護
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
含
め
地
域
社
会
と
学
校
が
⼀
体
と
な
っ
て
⼦
ど
も
を

育
て
る
。
学
校
も
地
域
に
貢
献
！

○
地
域
と

学
校
が
協
働
す
る
こ
と
で
、
地
域
も
元
気
に
な
り
、
教
員
が
子
供
と
向
き
合
う
時
間
も

確
保
（
地
域
と
学
校
が
W
I
N
-
W
I
N
に
）

【
取

組
１

】
地

域
と

学
校

の
協

働
の

促
進

－
（
新

）
こ

れ
ま

で
の

学
校

支
援

地
域

本
部

事
業

に
加

え
て

、
「
地

域
学

校
協

働
活

動
事

業
」
を

新
た

に
開

始
す

る
－

教
員

が
子

ど
も

と
向

き
合

う
時

間
を

確
保

す
る

た
め

に
も

、
地

域
全

体
で

学
校

を
支

援
す

る
体

制
を

つ
く
る

と
と

も
に

、
放

課
後

の
学

び
や

体
験

の
場

作
り

を
推

進

【
取

組
３

】
福

島
版

コ
ラ

ボ
ス

ク
ー

ル
構

想
（
仮

称
）
の

策
定

－
（新

）地
域

学
校

協
働

本
部

事
業

の
成

果
の

分
析

と
、

市
町

村
や

学
校

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

に
よ

り
、

福
島

版
コ

ラ
ボ

ス
ク

ー
ル

構
想

（仮
称

）を
策

定
、

推
進

す
る

連
携
･
協
働

27
.4
 

26
.2
 

24
.3
 

22
.6
 

18
.4
 

17
.9
 

17
.4
 

16
.8
 

25
.4
 

25
.1
 

26
.1
 

27
.5
 

9.
7 

9.
6 

8.
7 

7.
7 

19
.1
 

21
.2
 

23
.5
 

25
.4
 

0%
50
%

10
0%

平
成
27

年
度

平
成
22

年
度

平
成
17

年
度

平
成
12

年
度

単
独

世
帯

夫
婦

の
み

夫
婦

と
子

供 親
一

人
と

子
供

核
家

族
以

外
の

世
帯

単
身

・
核

家
族

世
帯

出
典

：
福

島
県

勢
要

覧
、

国
勢

調
査

（
平

成
27

年
度

）

●
本

県
に

お
け

る
一

般
世

帯
の

家
族

類
型

の
割

合

●
自

身
の

子
ど

も
時

代
と

比
較

し
た

「
地

域
の

教
育

力
」

（
約

５
割

が
以

前
と

比
較

し
て

低
下

し
て

い
る

と
回

答
）

大
都

市

中
都

市

町
村

6

【
取

組
２

】
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
の

促
進

－
（
新

）
成

果
共

有
の

場
の

設
定

や
、

設
置

を
検

討
し

て
い

る
市

町
村

へ
の

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
よ

る
助

言
。

高
校

で
の

取
組

も
検

討

発
展

型
と

し
て

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
へ

※
 N

P
O

・
企

業
な

ど
多

様
な

主
体

と
の

連
携

も
推

進

＜
課
題
＞

・
地

域
や
家

庭
の

教
育

力
の

低
下

・
核

家
族
の

増
加

・
地

域
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
希

薄
化

や
分

断
・

学
校

業
務

の
多

様
化

・
多

忙
化

資料１



主
要

施
策

４
ふ

く
し

ま
の

未
来

に
向

け
た

創
造

的
復

興
教

育
復

興
戦

略

＜
施
策
の
方
向
性
＞

⇒
課
題
先
進
地
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ふ
く
し
ま
発
の
未
来
創
造
型
教
育
を
推
進
す
る
！

〇
「
志
」
を
育
む
教
育
に
よ
る
、
復
興
・
地
方
創
生
の
担
い
手
育
成

○
課
題
先
進
地
で
あ
る
か
ら
こ
そ
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
推
進

○
小
中
学
校
の
再
開
支
援
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

30
km

20
km

川
俣
町

浪
江
町

双
葉
町

⼤
熊
町

富
岡
町

楢
葉
町

楢
葉
町

南
相
⾺
市

⼆
本
松
市

三
春
町

い
わ
き
市

会
津
若
松
市

福
島
第
１

原
⼦
⼒

発
電
所

福
島
市

南
相
⾺
市

⼩
⾼
区

南
相
⾺
市
⿅
島
区

川
俣
町

⼭
⽊
屋
地
区

⽥
村
市

都
路
地
区

川
内
村

⽥
村
市
都
路
地
区
、川

内
村
、

広
野
町
は
移
転
後
、帰

還

飯
舘
村

葛
尾
村

広
野
町

【
取

組
１

】
「
変

革
者

た
れ

！
」

ふ
た

ば
未

来
学

園
に

お
け

る
教

育
実

践
－

平
成

3
1
年

度
の

併
設

中
学

校
の

開
設

に
向

け
て

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

検
討

や
本

校
舎

の
整

備
を

進
め

る
と

と
も

に
、

未
来

創
造

型
教

育
を

推
進

・
普

及

【
取

組
２

】
小

高
産

業
技

術
高

校
の

開
校

－
（
新

）
産

業
革

新
科

を
新

た
に

立
ち

上
げ

る
と

と
も

に
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・
コ

ー
ス

ト
構

想
に

寄
与

す
る

人
材

育
成

を
推

進

【
取

組
３

】
1
2
市

町
村

の
特

色
あ

る
教

育
（
学

校
再

開
支

援
チ

ー
ム

）
－

県
教

育
委

員
会

の
「
学

校
再

開
支

援
チ

ー
ム

」
が

市
町

村
と

一
体

と
な

っ
て

ふ
る

さ
と

に
根

ざ
し

た
魅

力
的

な
学

校
づ

く
り

を
進

め
る

－
（
新

）
国

と
も

連
携

し
な

が
ら

、
1
2
市

町
村

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
を

支
援

ふ
た
ば

未
来
学
園

⾼
校

⼩
⾼
産
業
技
術

⾼
校

●
⼩
中
学
校
の
再
開
と
⾼
校
の
開
設
状
況

7

【
取

組
４

】
「
新

」
双

葉
地

区
教

育
構

想
の

推
進

－
（
新

）
こ

れ
ま

で
の

総
括

を
行

い
、

さ
ら

な
る

飛
躍

に
向

け
た

新
た

な
構

想
で

あ
る

「
双

葉
地

区
未

来
創

造
型

リ
ー

ダ
ー

育
成

構
想

」
を

策
定

、
推

進
す

る

【
取

組
５

】
元

気
な

福
島

の
発

信
－

平
成

2
9
年

度
南

東
北

イ
ン

タ
ー

ハ
イ

の
開

催
－

「
子

ど
も

が
ふ

み
だ

す
ふ

く
し

ま
復

興
体

験
応

援
事

業
」
に

よ
る

子
ど

も
復

興
大

使

＜
課
題
＞

・
生

産
年
齢

人
口

の
減

少
・

県
内

産
業

構
造

の
変

化
と

人
材

の
ミ

ス
マ

ッ
チ

・
避

難
指
示

等
の

解
除

な
ど

復
興

の
ス

テ
ー

ジ
の

変
化

・
根

強
く
残

る
風

評
被

害
と

風
化

の
進

行
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H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

●
就

学
援

助
対

象
児

童
生

徒
数

の
推

移

被
災

児
童

生
徒

就
学

援
助

事
業

対
象

児
童

生
徒

数
要

保
護

・
準

要
保

護
児

童
生

徒
数

就
学

援
助

率

就
学
援
助

率
（
全
国

）

主
要

施
策

５
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ

ト
の

構
築

復
興

戦
略

＜
施
策
の
方
向
性
＞

⇒
⼼
が
動
け
ば
、
頭
も
体
も
動
く
。
そ
の
前
提
と
し
て
の
安
⼼
し
て
学
び
、
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
！

○
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
、
特
別
支
援
教
育
な
ど
安
心
し
て
学
べ
る
環
境

○
経
済
状
況
で
学
び
を
断
念
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
支
援

【
取

組
４

】
特

別
支

援
教

育
の

環
境

の
充

実
－

（
新

）
特

別
支

援
学

校
の

新
た

な
整

備
計

画
の

策
定

と
着

実
な

実
施

－
通

級
に

よ
る

指
導

な
ど

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
教

育
シ

ス
テ

ム
の

一
層

の
推

進

【
取

組
１

】
子

ど
も

た
ち

の
心

の
ケ

ア
の

推
進

－
震

災
後

、
未

だ
支

援
を

必
要

と
す

る
子

ど
も

は
多

い
た

め
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

の
配

置
や

教
員

加
配

な
ど

を
継

続
的

に
推

進

【
取

組
２

】
震

災
後

に
落

ち
込

ん
だ

体
力

・
運

動
習

慣
を

取
り

戻
す

－
ふ

く
し

ま
っ

子
体

力
向

上
総

合
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
自

分
手

帳
、

元
気

キ
ッ

ズ
サ

ポ
ー

タ
ー

、
食

育
等

）
で

、
現

在
の

回
復

基
調

を
軌

道
に

乗
せ

て
い

く

【
取

組
３

】
家

庭
の

経
済

状
況

等
に

関
わ

ら
な

い
学

び
の

環
境

整
備

－
福

祉
の

専
門

家
で

あ
る

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
の

配
置

の
充

実
－

就
学

支
援

・
奨

学
金

等
を

活
用

し
、

経
済

的
な

理
由

で
学

び
を

断
念

さ
せ

な
い

－
（
新

）
放

課
後

の
学

習
支

援
を

充
実

（
地

域
未

来
塾

な
ど

）
－

学
校

施
設

の
耐

震
化

・
老

朽
化

へ
の

対
応

（
人

）
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H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

本
県
不
登

校
児
童
生

徒
数

本
県

児
童

生
徒

千
人

当
た

り
の

出
現

数
全

国
児

童
生

徒
千

人
当

た
り

の
出

現
数

●
不

登
校

児
童

生
徒

数
の

推
移

（
小

・
中

学
校

）

（
人

）
（
人

）

2
5
%
増

出
典
：
児
童
⽣
徒
の
問
題
⾏
動
等
⽣
徒
指
導
上
の
諸
問
題
に
関
す
る
調
査

⽂
部
科
学
省

（
本

県
）

出
典
：
「
就
業
援
助
実
施
状
況
等
調
査
結
果
」
等
の
結
果

⽂
部
科
学
省

【
取

組
５

】
ス

マ
ホ

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

と
の

つ
き

あ
い

方
－

ス
マ

ホ
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

適
正

な
使

用
に

向
け

た
取

組
を

部
局

が
連

携
し

て
推

進

8

＜
課
題
＞

・
震

災
後
、

不
登

校
児

童
生

徒
が

増
加

。
震

災
後

５
年

半
を

経
過

し
て

も
、
支

援
を

要
す

る
子

ど
も

が
多

数
存

在
・
肥

満
傾
向

児
の

増
加

、
運

動
習

慣
の

減
退

・
経

済
格
差

の
拡

大
、

子
ど

も
の

貧
困

の
社

会
問

題
化

、
家

庭
・

地
域

の
教
育

力
の

低
下
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強
化

戦
略

主
な

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

9

平
成

２
９

年
度

（
２

０
１

７
年

）
平

成
３

０
年

度
（
２

０
１

８
年

）
平

成
３

１
年

度
（
２

０
１

９
年

）
平

成
３

２
年

度
（
２

０
２

０
年

）

＜
主

要
施

策
１

＞

学
力

向
上

に
責

任
を

果
た

す

＜
主

要
施

策
２

＞
教

員
の

指
導

力
、

学
校

の
チ

ー
ム

力
の

最
大

化

＜
主

要
施

策
３

＞
地

域
と

共
に

あ
る

学
校

・
新

指
導

要
領

先
行

実
施

（
小

中
学

校
）

・
新

指
導

要
領

先
行
実

施
（

高
校
）

・
高

校
基

礎
学

力
テ
ス

ト
の

実
施

・
新
た
な

共
通

テ
ス
ト

の
実

施
、

大
学
入
試

改
革

・
新
指
導

要
領

全
面
実

施
（

小
学
校

）

授
業

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

の
策

定
・
周

知

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

、
本

県
な

ら
で

は
の

教
育

の
推

進

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
手

法
を

取
り

入
れ

た
授

業
の

推
進

・
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ﾃｨ
・

ｽｸ
ｰ
ﾙに

関
す

る
法

改
正

・
チ
ー
ム

学
校

法
施

行

地
域

学
校

協
働

活
動

事
業

の
開

始
（
７

地
域

）

学
校

に
お

け
る

経
営

ビ
ジ

ョ
ン

や
達

成
目

標
の

明
確

化

授
業

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

を
活

用
し

た
授

業
の

質
向

上

高
校

入
試

の
新

た
な

方
向

性
の

決
定

・
周

知

福
島

大
学

教
職

大
学

院
の

設
置

教
員

育
成

指
標

及
び

研
修

計
画

の
策

定
新

た
な

研
修

計
画

に
基

づ
く
研

修
の

実
施

コ
ラ

ボ
ス

ク
ー

ル
構

想
の

検
討

福
島

版
コ

ラ
ボ

ス
ク

ー
ル

構
想

（
仮

称
）
に

基
づ

く
学

校
と

地
域

の
協

働
の

推
進

学
校

支
援

地
域

本
部

、
放

課
後

の
支

援
を

推
進
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復
興

戦
略

主
な

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

10
※
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
、
当
該
期
間
に
プ
ラ
ン
を
改
定
す
る
場
合
が
あ
る
。

平
成

２
９

年
度

（
２

０
１

７
年

）
平

成
３

０
年

度
（
２

０
１

８
年

）
平

成
３

１
年

度
（
２

０
１

９
年

）
平

成
３

２
年

度
（
２

０
２

０
年

）

＜
主

要
施

策
４

＞

ふ
く
し

ま
の

未
来

に
向

け
た

創
造

的
復

興
教

育 ＜
主

要
施

策
５

＞

学
び

の
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
の

構
築

小
高

産
業

技
術

高
校

開
設

ス
マ

ホ
・
IC
T適

正
使

用
事

業

特
別

支
援

学
校

の
整

備
計

画
の

策
定

・
実

行

ふ
た

ば
未

来
学

園
併

設
中

学
校

開
設

・
福
島
県

総
合

計
画
の

最
終

年
度

・
復
興
創

生
期

間
の
最

終
年

度

避
難

地
域

の
小

中
学

校
の

再
開

を
支

援
（
学

校
再

開
支

援
チ

ー
ム

）

「
新

」
双

葉
地

区
教

育
構

想
の

推
進

子
ど

も
の

心
の

ケ
ア

な
ど

の
た

め
の

教
職

員
加

配
及

び
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
の

配
置

奨
学

金
等

の
経

済
的

支
援

策
に

つ
い

て
継

続

体
力

・
運

動
習

慣
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

（
参

考
）

県
立

高
校

改
革

学
校

教
育

審
議

会
の

答
申

県
立

高
校

改
革

計
画

の
策

定
と

改
革

の
推

進

地
域

未
来

塾
の

開
始

南
東

北
イ

ン
タ

ー
ハ

イ
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（
参
考
）
本
プ
ラ
ン
の
策
定
経
緯

11

１
１

月
１

日
第

２
回

総
合

教
育

会
議

（
プ

ラ
ン

の
た

た
き

台
及

び
バ

ッ
ク

デ
ー

タ
集

に
つ

い
て

の
意

見
交

換
）

１
１

月
２

８
日

～
１

２
月

２
７

日
う

つ
く
し

ま
県

民
意

見
公

募
（
パ

ブ
リ

ッ
ク

・
コ

メ
ン

ト
）
の

実
施

１
２

月
１

日
～

１
２

月
２

６
日

市
町

村
教

育
委

員
会

教
育

長
、

公
立

学
校

長
へ

の
意

見
照

会

１
２

月
１

日
福
島
県
学
校
教
育
審
議
会
で
の
説
明
・
審
議

１
２

月
１

６
日

福
島
県
議
会
（
常
任
委
員
会
）
で
の
説
明
・
審
議

２
月

１
０

日
第

３
回

総
合

教
育

会
議

（
頑

張
る

学
校

応
援

プ
ラ

ン
（
案

）
に

つ
い

て
の

意
見

交
換

）

３
月

中
教

育
委

員
会

に
て

決
定

す
る

予
定

○
本

プ
ラ

ン
の

策
定

に
当

た
り

、
本

県
教

育
の

現
状

に
つ

い
て

、
客

観
的

デ
ー

タ
に

基
づ

く
分

析
を

行
い

、
強

み
や

課
題

等
を

明
ら

か
に

し
て

プ
ラ

ン
の

た
た

き
台

を
作

成
し

ま
し

た
。

○
そ

の
後

、
市

町
村

の
教

育
長

や
各

公
立

学
校

長
な

ど
の

教
育

関
係

者
、

さ
ら

に
は

広
く
県

民
の

皆
様

の
御

意
見

を
伺

い
な

が
ら

、
現

場
と

と
も

に
進

め
る

プ
ラ

ン
と

な
る

よ
う

作
業

を
進

め
て

き
ま

し
た

。

○
策

定
ま

で
の

主
な

経
緯

は
以

下
の

と
お

り
で

す
。
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